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クリレート(PMMA)に 1-3a を 30 wt%分散したフィルム






次に，1-3aを 50 wt% (1-2a)，または 30 wt% (3a)含む 
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PMMA フィルムを 80 ℃で 1 h 加熱した．1-2aフィルム






図1. P7およびP8の光化学反応．  
側鎖に芳香族複素環を有する側鎖ベンジルポリマー
P7および P8フィルムへの 280 nm 光の照射に伴う光化
学反応をUV-vis スペクトル変化により調べたところ，単
一の光化学反応が進行していることが確認された．また，
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図3. 光応答性ハイドロゲル微粒子の合成．  
ハイドロゲル微粒子は H2O/DMSO 溶媒中で所定量の
SPA と NIPAM，架橋剤である N,N’-メチレンビスアクリ
ルアミド(MBAM)，重合開始剤(V-50)を用いた沈殿重合に
より合成した(図 3)． 
SPA 導入量 0～10 mol%のゲル微粒子を水中で可視光
(>400 nm)照射したところ，疎水性の閉環体の生成により
ゲル微粒子の体積は最大 16%収縮した(SPA: 1 mol%)．一









































































































リウレタンP9 (Mn = 4480，Mw/Mn = 1.80)のTHF 溶液に対







P10-b-PMMA (Mn = 12300, Mw/Mn = 1.82)のTHF 溶液につ
いて380 nm光を24 照射したところ，Mn = 7300 まで分子
量が減少した．これはブロック共重合体中の PMMA の











(1) M. Miyasaka, A. Higurashi, A. Kameyama, Chem. Lett. 2011, 40, 
1363-1365. 
(2) J. H. Lee, S. H. Park and H. Lee, Bull. Korean Chem. Soc. 2007, 28, 
1211-1214. 
(3) R. Klajin, Chem. Soc. Rev. 2014, 43, 148-184.  
発表論文 
(1) Y. Ishida, Y. Takeda, A. Kameyama, React. Funct. Polymer 2016, 
107, 20-27. 
(2) Y. Ishida, Y. Kawabe, A. Kameyama, J. Photopolym. Sci. Technol. 
2015, 28, 201-205.  
受賞 
(1) 安田明日美，第 22 回ポリマー材料フォーラム(2013 年 11 月，
東京)，優秀ポスター賞． 
154 神奈川大学工学研究所所報　第 39 号
神奈川大工学研究所　所報第39号.indd   154 2016/12/20   10:04:38
